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と「暗」の印象を与える二つの歴史遺産がある。ひとつは街の中心に天高く立つジャム ・ ガダン（ミナンガバウ語で大時計の意）と呼ばれ 大時計台。もうひとつはシアノック峡谷に臨むロバン・ジュパン（日本の穴の意）と呼ばれる日本軍が一九四二年に三カ月で築造した される地下壕。
　一七年前高原の町ブキッ・ティンギを観













面のレリーフは影も形も無かった。一三二段の石段を下ると地下四〇メートルに至る。かなり天井の高い通路が東西二一二メートル、南北一九六メートルに延び、壁で仕切られた幾つもの部室が連なる。すでに蛍光灯が取り付けられた壕内を自称ガイドの若者の案内で回る。各部室は地質展示室、絵画・写真展示室 映写室、カフェ、休憩所、トイレなどの案内板が掛かるが、未整備だった。 「二〇〇七年の西スマトラ地震でシアノック峡谷は所々崩落したが、こ 壕はびくともしなかった」 、 「日本軍 過酷な強制労働で死んだ者はこの風穴から捨てられた」 、 「壕完成後、機密保持のため殺された」といかにも興味を引くように雄弁に語る。消え レリーフを問うと 描写があまりにも悲惨なので 日本政府が恥ずかしいので外させた」と返された。
　真相はどうなのか、確かめようと翌朝市


















台が完成したものの地元 人々は時刻を知る術を知らず、時計が時刻を示すもの と知らなかった。まして文字盤のローマ数字は読めない。唯一時刻を知る手がかりは明け方の鶏の鳴き声だった。そこで塔 てっぺんに鶏の彫像を据えた。現在も三〇分と一時間毎に鐘の音が高らかに街に響き渡る。
　最初時計台の最上部には白亜のドーム屋
根型洋風家屋が載っていたが、一九四二年日本軍占領時にミニ神社に取り替 れ 。その後インドネシア独立宣言後に西スマトラのミナンガバウ民族文化 象徴である水牛の角の形をした伝統 取り替えられた。塔の色も当初のグレーから白色になり、そして二〇〇八年イ ドネシア民族覚醒一〇〇年を記念して白と水色のツートンカラーに変わった。時を刻みながら 代の移り変わりを凝視し、マグニチュード七 ・二の大地震にも耐え抜いたジャム・ ダンは明日への希望を導く象徴 ようだ。
（おおつ 　のぶこ／フリーランスライター＆コーディネーター）
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ブキッ・ティンギの街に
馬車が行き交う
